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（ 論 文 内 容 の 要 旨 ）  
 

本 論 文 は 、 1 9 5 0 年 代 か ら 現 代 に い た る ア メ リ カ 合 衆 国 に お け る 憲 法 解 釈 方 法

論 を め ぐ る 論 争 を 、 と く に 、 そ の 背 後 に あ る 民 主 政 観 に 注 目 し て 検 討 す る も の

で あ る 。  
本 論 文 は 、 二 部 構 成 で あ り 、 第 一 部 で は 原 意 主 義 の 民 主 政 論 的 展 開 が 、 第 二

部 で は 憲 法 解 釈 方 法 論 に お け る 制 度 論 的 展 開 が 取 り 上 げ ら れ る 。  
憲 法 解 釈 に お け る 原 意 主 義 と は 、 憲 法 解 釈 は 原 意 す な わ ち 、 憲 法 制 定 者 （ 修

正 条 項 の 場 合 は 修 正 者 ）の 意 図 に 忠 実 に 解 釈 す る べ き で あ る と い う 主 張 で あ る 。

著 者 は 、 原 意 主 義 の 流 れ を 、 1 9 6 0 年 代 か ら 8 0 年 代 ま で の 第 一 波 原 意 主 義 と そ

れ 以 降 の 第 二 派 原 意 主 義 に 区 別 し た 上 で 、 独 禁 法 学 者 ロ バ ー ト ・ ボ ー ク 、 裁 判

官 ア ン ト ニ ン ・ ス カ ー リ ア 、 裁 判 官 ラ ウ ル ・ バ ー ガ ー を 前 者 の 、 憲 法 学 者 ブ ル

ー ス ・ ア ッ カ ー マ ン と 政 治 学 者 キ ー ス ・ ホ ィ ッ テ ィ ン ト ン を 後 者 の 代 表 的 論 客

と し て 、 そ れ ぞ れ の 学 説 を 詳 細 に 検 討 し て い る 。  
著 者 は 、 表 面 的 に は 解 釈 テ ク ニ ッ ク に か か わ る 各 論 者 の 主 張 を 詳 細 に 紹 介 し

た 上 で 、 次 の よ う な 所 見 を 提 示 し て い る 。 第 一 波 原 意 主 義 は 、 ウ ォ ー レ ン ・ コ

ー ト の 積 極 的 で 比 較 的 リ ベ ラ ル な 諸 判 決 、 と り わ け 違 憲 判 決 に 対 す る 保 守 派 の

反 撃 の 意 味 を も っ て お り 、 そ こ に お い て 、 裁 判 所 （ と く に 連 邦 最 高 裁 判 所 ） の

民 主 的 正 統 性 、 役 割 、 議 会 と の 関 係 が 問 わ れ る こ と に な っ た 。 民 主 政 観 と し て

は 、 議 会 に つ い て は 、 多 数 決 主 義 的 民 主 政 の 考 え 方 を と り 、 裁 判 所 の 違 憲 審 査

は 、 過 去 の 人 民 の 意 思 を 維 持 す る と い う 人 民 主 権 的 民 主 政 の 考 え 方 に 基 づ く こ

と が 明 ら か に さ れ て い る 。 結 果 的 に 、 裁 判 所 は 謙 抑 的 で あ る べ き で あ り 、 民 主

政 の 中 心 は 議 会 に 委 ね ら れ る べ き で あ る 、 と い う の が 第 一 波 原 意 主 義 の 根 底 に

あ る 思 想 で あ る 。  
司 法 の 謙 抑 と の 関 係 で 法 の 支 配 の 観 念 も し ば し ば 援 用 さ れ た が 、 い ず れ か と

い う と 、 あ る べ き 民 主 政 の あ り 方 、 と く に 議 会 と 裁 判 所 の 役 割 分 担 が 主 要 な 争

点 で あ っ た こ と が 説 得 的 に 解 明 さ れ て い る 。  
こ れ に 対 し て 、 第 二 派 原 意 主 義 は 、 民 主 政 を 憲 法 制 定 ・ 修 正 に か か わ る 創 憲

政 治 （ 期 ） と 、 通 常 政 治 （ 期 ） に 区 別 し 、 創 憲 政 治 に お い て は 、 裁 判 所 や 多 数

決 主 義 的 議 会 の 意 思 で は な く 、 あ く ま で 人 民 全 体 の 意 思 が 反 映 さ れ る べ き で あ

る と 主 張 す る 。 通 常 政 治 に お い て は 、 利 益 集 団 民 主 主 義 的 な 政 治 が 許 容 さ れ る

が 、そ の 際 の 裁 判 所 の 役 割 は 基 本 的 に 過 去 の 人 民 の 意 思 を 維 持 す る こ と で あ る 。

だ が 、 ニ ュ ー デ ィ ー ル 期 の 積 極 的 な 最 高 裁 を 支 持 し 、 憲 法 修 正 を 正 式 の 修 正 に

限 定 し な い ア ッ カ ー マ ン の 場 合 は 、 最 高 裁 自 体 が 創 憲 政 治 の 一 翼 を 担 う こ と が

あ る と す る 。 ア ッ カ ー マ ン と 同 じ く 二 元 的 民 主 政 観 を と る ホ ィ ッ テ ィ ン ト ン の

場 合 は 、 主 権 は あ く ま で 人 民 に あ る と し て 、 裁 判 所 の そ の よ う な 役 割 は 認 め な

い 。そ の 主 た る 根 拠 は 、議 会 と 裁 判 所 に 入 手 可 能 な 情 報 の 質・量 の 違 い で あ り 、

裁 判 所 は 過 去 の 人 民 の 意 思 、 す な わ ち 憲 法 典 の 原 意 を 維 持 す る の に ふ さ わ し い

機 関 だ と さ れ る 。 こ れ は 、 第 二 部 で 扱 わ れ る 制 度 論 的 展 開 に 属 す る 論 者 た ち と

一 脈 通 じ る 論 拠 で あ る 。  
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第 二 部 で は 、 ウ ォ ー レ ン ・ コ ー ト の 諸 判 決 の 背 後 に は 、 裁 判 所 は 原 理 に 基 づ

い た 推 論 を 行 う 機 関 だ が 、 議 会 は 多 元 的 に 並 存 す る 欲 望 を 集 計 す る 期 間 で あ る

と い う 司 法 哲 学 な い し 民 主 政 観 が あ っ た と し た 上 で 、 そ の よ う な 見 方 に 対 す る

反 論 と し て 制 度 論 的 展 開 が 登 場 し た と 著 者 は 位 置 づ け て い る 。  
制 度 し て 主 と し て 問 題 と さ れ る の は 、 裁 判 所 と 議 会 で あ り 、 解 釈 方 法 論 を 、

裁 判 所 の 能 力 や 、 判 決 が 裁 判 所 の 内 外 へ 及 ぼ す 影 響 を 考 慮 し つ つ 、 裁 判 所 の 役

割 、 民 主 政 の あ り 方 を 問 う と い う の が 、 著 者 の い う 民 主 政 論 的 展 開 の 基 本 構 図

で あ る 。 そ こ で 主 と し て 取 り 上 げ ら れ る の は 、 憲 法 学 者 キ ャ ス ・ サ ン ス テ ィ ー

ン 、 行 政 法 学 者 エ イ ド リ ア ン ・ ヴ ァ ー ミ ュ ー ル 、 法 学 者 マ イ ケ ル ・ ド ル フ で あ

る 。 以 下 が そ の 概 要 で あ る 。  
裁 判 所 の 外 で の 討 議 が 民 主 政 の 本 来 の 在 り 処 だ と 考 え る サ ン ス テ ィ ー ン は 、

裁 判 所 が 憲 法 に か か わ る 根 本 的 で 原 理 的 な 争 点 を ど こ ま で も 決 定 す る べ き で は

な い と し て 、解 釈 方 法 論 と し て は 、「 不 完 全 に 理 論 化 さ れ た 合 意 」を め ざ す も の

を 提 案 し て い る 。 そ れ は 、 裁 判 所 は 事 案 の 決 定 に 必 ず し も 必 要 で な い 理 論 的 ・

抽 象 的 な レ ベ ル の 合 意 を め ざ し て 判 決 す る べ き で は な く 、 事 案 の 解 決 に 十 分 な

も っ と 抽 象 度 の 低 い レ ベ ル で の 合 意 に 基 づ い て 決 定 を 下 す べ き だ と い う 主 張 で

あ る 。 と く に 、 裁 判 所 が 決 定 し す ぎ る こ と に よ っ て 、 広 範 な 民 主 政 の 舞 台 で の

討 議 が 制 約 さ れ る こ と を サ ン ス テ ィ ー ン は 危 惧 し て い る 。  
ヴ ァ ー ミ ュ ー ル は 、 裁 判 所 が 原 理 に 基 づ く 推 論 を 行 う 機 関 だ と し て も 、 ウ ォ

ー レ ン ・ コ ー ト の 司 法 哲 学 が 裁 判 所 の 失 敗 を 軽 視 し て き た こ と を 批 判 し 、 裁 判

所 の も っ て い る 能 力 、 と く に 情 報 収 集 能 力 と 、 判 決 が 裁 判 所 内 の 他 の 裁 判 官 お

よ び 議 会 に 及 ぼ す 影 響 と を 考 慮 し て 、 解 釈 方 法 論 と し て は 、「 形 式 主 義 」（ 内 容

は 原 意 主 義 と ほ ぼ 同 じ ） 的 な 解 釈 、 す な わ ち 文 言 に 忠 実 な 解 釈 が よ い と す る 。  
こ れ に 対 し て 、 民 主 的 実 験 主 義 の 立 場 を と る ド ル フ は 、 先 例 お よ び 類 推 を 重

視 し つ つ 、 時 代 に あ わ せ て 目 的 論 的 解 釈 を 行 う 解 釈 方 法 を 推 奨 す る 。 制 度 論 的

展 開 に 属 す る 論 者 の な か で は 、 民 主 政 治 に お け る 裁 判 所 の 果 た し う る 役 割 に 対

す る 期 待 が 最 も 大 き い 。  
本 論 文 全 体 を 通 じ 、 ア メ リ カ 的 な 民 主 政 の な か で 裁 判 所 の 果 た し う る 、 あ る

い は 果 た す べ き 役 割 を 問 う と い う 視 点 が 一 貫 し て い る 。  
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（ 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 ）  
 

本 論 文 は 、 1 9 5 0 年 代 か ら 現 代 に い た る ア メ リ カ 合 衆 国 に お け る 憲 法 解 釈 の 方

法 を め ぐ る 論 争 を 、 そ の 背 後 に 合 衆 国 憲 法 を 建 国 文 書 と し て 戴 く ア メ リ カ の 民

主 政 に お い て 議 会 と 裁 判 所 の 果 た す べ き 役 割 に つ い て の 見 解 の 相 違 が あ る と み

て 、 憲 法 思 想 史 お よ び 法 哲 学 の 観 点 か ら 代 表 的 論 者 を 取 り 上 げ つ つ 、 詳 細 に 検

討 す る も の で あ る 。  
考 察 の 出 発 点 は 、 ウ ォ ー レ ン ・ コ ー ト 期 に 多 く の 法 学 者 お よ び 裁 判 官 に 支 持

さ れ た 司 法 哲 学 で あ り 、 そ こ で は 議 会 の 役 割 が 選 挙 民 の 利 害 の 集 計 に す ぎ な い

の に 対 し て 、 裁 判 所 は 原 理 に 基 づ い た 推 論 を す る と こ ろ で あ る と 考 え ら れ て い

た 。 こ の よ う な 理 念 自 体 は 、 積 極 的 な 司 法 部 を 必 ず し も 要 求 せ ず 、 司 法 の 謙 抑

と も 結 び つ き う る も の で あ る が 、 ウ ォ ー レ ン ・ コ ー ト は 司 法 審 査 を 通 じ て 多 く

の 積 極 的 な 判 決 を 導 き 出 し た 。  
こ れ に 対 す る 保 守 派 か ら の 反 撃 手 段 が 、 憲 法 の テ キ ス ト ま た は 制 定 者 の 意 図

に 忠 実 な 解 釈 を す べ し と い う 原 意 主 義 と よ ば れ る 解 釈 方 法 論 で あ る 。 著 者 は 、

原 意 主 義 を 司 法 部 が 積 極 的 で あ っ た 時 期 、 つ ま り 議 会 制 定 法 に 対 し て 違 憲 審 査

を 多 用 し た 時 期 に 登 場 し た 第 一 波 と 、 連 邦 最 高 裁 で リ ベ ラ ル 派 が 弱 く な っ た 時

期 の 第 二 波 と に 区 別 し て い る 。 こ の よ う な 区 別 は 、 独 創 的 な も の で あ る が 、 後

者 に 創 憲 政 治 と 通 常 政 治 の 区 別 を 導 入 し て 民 主 政 を 二 元 的 に と ら え る ア ッ カ ー

マ ン 等 の 立 場 を 分 類 し た こ と は 、 利 益 集 団 多 元 主 義 的 民 主 政 観 と 人 民 主 権 的 民

主 政 観 の 妥 協 と し て 議 会 と 裁 判 所 の 役 割 分 担 を 捉 え る も の で あ り 、 注 目 す べ き

も の で あ る 。  
原 意 主 義 論 争 に 続 く 制 度 論 的 展 開 に 関 す る 検 討 も 、 裁 判 所 と 議 会 が 実 際 に 何

が で き 、 そ れ を し た 場 合 に 、 そ れ が 議 会 や 他 の 裁 判 官 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ

す か と い う 観 点 か ら 民 主 政 の 在 り 方 を 考 察 す る も の で あ り 、 著 者 に よ る 諸 学 説

の 整 理 と 分 析 は 、 説 得 力 が あ る 。  
全 体 と し て 、 憲 法 解 釈 の レ ベ ル で 登 場 し た さ ま ざ ま な 学 説 を 民 主 政 の あ り 方

と い う 視 点 か ら 適 切 に 分 類 し 、 一 貫 し て 説 明 し た 点 は 、 内 外 の 論 文 と 比 較 し て

も 高 い 評 価 に 値 す る 。   
以 上 か ら 、 本 論 文 は 、 博 士 （ 法 学 ） の 学 位 を 授 与 す る に ふ さ わ し い も の と 認

め ら れ る 。  
な お 、平 成 2 1 年 2 月 9 日 に 調 査 委 員 3 名 が 論 文 内 容 と そ れ に 関 す る 試 問 を 行

っ た 結 果 、 合 格 と 認 め た 。  
 

 


